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写真11
回転式籾乾燥機の試作品を用いた比較実験の結果
バングラデシュにおける回転式籾乾燥機による乾燥実
験の結果
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をバングラデシュ側に送り、現地のリサーチ・コーディネーターを通じて
鉄工所に部品を発注しました。そして9月の現地渡航の際に、発注した部
品を受け取り、活動地の農家の敷地を借りて、試作品の組み立てを行い
ました（写真12 ～ 14）。
　試作品完成後、パーボイルした籾を用いて乾燥実験を開始しました。
燃料は、バングラデシュで薪として使用される、木の枝に牛糞を巻きつけ
て乾燥させたものを使用しました。第1回実験では、約40kgの籾の乾燥
を試みました。しかし、上層部と下層部の温度差が激しく、手作業で籾
を撹拌しても、籾の状態は一定にはなら
ず、結果として上層部は水分を含んだまま
で、下層部の籾は黒く焦げてしまうという、
大きな差が生じてしまいました。第2回実
験では、乾燥室内の籾の層を薄くし、厚
みを5㎝にした場合や10㎝にした場合な
どで状態を比較しました。厚みを5㎝にし
て、乾燥ムラを避けるために手動で撹拌
を行った場合、約3時間で乾燥は完了し
ました。天日乾燥は5 ～ 6時間の時間を
要するため、より短時間で乾燥が完了し
たことになります。なにより、学生たちが
自ら設計した乾燥機で、現地の農家が良
しとする質の乾燥を行えたということは、
大きな喜びでした。
　バングラデシュの農民たちは、初めは
遠い日本から来た大学生たちが何をやっ
ているのか不思議な顔で見ていましたが、
日がたつにつれて近隣の農民が集まるよ
うになり、乾燥機の組み立ての際にレン
ガ積みや、燃焼実験の際に薪をくべるの
を手伝ってくれたりと、学生たちといろい
ろなかかわりを持つようになりました。学
生たちが村の農業のために悪戦苦闘して
いる姿を見て、取り組みに関心を深めてく
れたようです。
　実験終了後、学生たちは近隣の農民に
集まってもらい、実験結果の報告を行い
ました。農民たちは学生の報告を熱心に
聞いてくれて、また率直な意見を述べてく
れました。（写真15）。
　農民からは、使い方が複雑（慣れてない）
である、乾燥の程度は天日干しとほぼ同等だが仕上がりにまだ若干のム
ラがある、燃料をかなり使う、一度に乾燥できる量が少ない、などの厳
しくも率直な意見が聞かれました。しかしながら、これらの課題が解決す
れば使いたいという声は、力づけられるものでありました。他にも、夜間
写真12
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写真14
学生たちが構想した燃焼式乾燥機の構造
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でも使えるのは良い（昼に別の作業を行える）という意見も得られました。
また電力で送風する機能を付けるとよいのではないかという具体的な提
案も得られました。
おわりに
　2015年10月以降、学生たちは、電力による送風機能を取り入れた燃焼
式乾燥器の設計を進めています。また11月初頭、昨年度のメンバーを含
む有志5名がバングラデシュで追加調査を実施し、農業以外の問題につ
いてもフィー ルドワークを行いました。
　以下は、担当教員としての所感となります。
　モノづくりというものは、思い通りの成果を上げることが実に難しいこ
とを、バングラデシュでの活動を通して、学生たちとともに痛感すること
がしばしばありました。また異なる生活習慣を持つ人 と々の対話や協働は、
情報の行き違いなど、様々なトラブルを引き起こすことも、学生たちには
得難い学びであったようです。奇異なるものを見慣れない人々に想いを伝
える困難もあり、想いを伝えるかということについて、いかに心を砕く必
要があるかに気づかされたことだろうとも思いました。そして何より、思
い通りの成果を上げられずに落ち込みつつも、ふつふつと沸き起こるチャ
レンジ精神を学生たちからは感じました。
写真15
　筆者は、これらのような体験が、学生一人一人の成長につながっている
ことを実感します。海外体験型教育プログラムには様々な形態がありま
すが、このバングラデシュでのプログラムにおいては、現地の農家の人々
という「当事者」との関わり合い（通訳を介する場合がほとんどですが）が、
大きな契機になっているようです。ある参加学生は、「初めは授業だから
という理由で取り組んできたけど、バングラデシュの農家の皆さんと触れ
合うようになってから、本気でこの人たちの役に立つものを作りたくなっ
た」と言っていました。これは、現地に行く前は「バングラデシュの貧しい
農民」という記号だったものが、「農家の○○さん」という顔の見える関係
となったことから生じた変化であると言えます。そしてこのような変化は、
日本の大学生たちが海外の現場に足を踏み入れるべき大きな意義の一つ
であると思います。
　これからも多くの学生たちが、異なる文化的・社会的背景を持つ人 と々
協働していくようになることを心より期待しております。
写真16
